
（別紙３）

～ 令和7年2月8日

（対象者数） 26名 （回答者数）
15名

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

偏らない話題や職員配置。できないことの中でのできること

への注目。

2

遊びの楽しみの中での学びへより注目する。集団のねらいに

対しての個別対応の意識を高める。

3

普段からのお互いの意見の尊重を続けていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

併設されている施設と合同なども含めて検討していく。

2

連携をとる為の時間の事前確保。

3

勤務体制づくりの工夫。

児童、保護者との情報の共有ができている。 児童への丁寧な個別対応。面談や送迎時など、保護者との信頼

関係づくりを意識したコミュニケーション。

活動プログラムが充実している。 5領域に沿って、明確なねらいをもった施設内外の活動の提供

ができている。

職員間の情報の共有ができている。 朝礼、昼礼、終礼において、前回利用時の児童の様子、当日の

対応に対する意見交換等、毎回共有することができている。

外部研修への参加 人員体制の関係で参加が困難な状況。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者が参加する機会がない。 内容の検討不足や、参加人数によっては駐車場の確保が心配さ

れる。

関係機関との連携 緊急性のある場合を除き、積極的に発信ができていない。

令和7年2月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 フリースマイル西紫原

○保護者評価実施期間
令和7年1月17日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


